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1号組立マンホール標準構造図
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マンホール蓋及び蓋受
（川越市型 T-25)

調整モルタル

転落防止用梯子

調整リング

マンホール蓋及び蓋受
（川越市型 T-25)

調整モルタル
転落防止用梯子
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再生砕石基礎

底版ブロック

インバートコンクリート

躯体ブロック

直壁ブロック

躯体ブロック

耐震可とう継手(拡張バンドタイプ)
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再生砕石基礎

底版ブロック

耐震可とう継手(拡張バンドタイプ)
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曲管４５°以下を使用
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人孔取付管

管口モルタル仕上げ

砂付短管 φ150

１．最小管径は汚水管渠についてはφ２００を標準とし雨水管渠及び合流管渠についてはφ２５０を標準とする。

２．勾配については塩ビ管φ２００の場合は３．０‰を標準とする。

４．マンホール内のステップは２．０ｃｍを標準とする。

５．本管の土被りについては別途協議する。

６．管基礎については現場に応じたものとする。

７．マンホール深が２．０ｍを越える場合は転落防止用梯子を設けること。（雨水マンホールは全て設置すること。）

８．調整リング（コンクリート製）は最小厚１０ｃｍ以上とする（樹脂製調整リングは別途協議する。)

９．斜壁の最小高は４５ｃｍとする。

１０．足掛金物の位置については下流に向かって左側とする。

１１．マンホールと管渠の接続には耐震可とう継手を設ける。

１２．底部には管渠の状況に応じたインバートを設ける。

（左側に流入がある場合は、下流側とする。）

１３．官民境界における取付け管の最小土被りは８０ｃｍとする。

１４．宅地内配管の最小土被りは２０ｃｍ以上とする。

宅地内配管はφ１００のときは２０‰、φ１５０のときは１５‰、φ２００のときは１０‰を標準とする。１５.

既設マンホールへの接続を標準とするが、管渠に接続する場合は割込マンホールを設置すること。１６.

３．流速は汚水管渠は原則として０．６ｍ／Ｓ～３．０ｍ／Ｓ、雨水管渠及び合流管渠は原則として０．８ｍ／Ｓ～３．０ｍ／Ｓとする。

＜注意事項＞

10   以上

（ゴム輪受口片受け直管）
（JSWAS　K-1）曲管（JSWAS　K-1）

（本管土被り1.50m以上）
（ゴム輪受口）
（６０°以下の曲管を使用すること）

90°支管（本管土被り1.50m以上）

（JSWAS K-1）
（ゴム輪受口片受け直管）

硬質塩化ビニル管（φ200）
下水道用
60°自在曲管支管（本管土被り1.50m未満）

硬質塩化ビニル管（φ150）

令和７年８月

（舗装厚＋３０ｃｍ以上の土被りを確保すること。）

※ ．この標準構造図により施工できない場合は下水道課と別途協議すること。

１７. 取付管の施工については。別途川越市が定めている汚水取付管工事施工管理基準を遵守すること。


